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＊ 昭和５６年に農業に参入、所有地７０ａプラス作業受託でスタート 
＊ 昭和６１年に総合施設資金を１２００万借りて乾燥施設及び施設用地を購入（当
時は地元集落からは受け入れてはもらえなかった） 
＊ 販売が自由になってから黙々と直接販売に対して努力（消費者と直接会話を重
ねることで多くの事を学ぶ） 
 
＊ 平成１１年穀物の特定検査場所を申請、
取得 
＊ 同１３年から集落１４名他集落２名で岩船
有機生産者協会の活動開始 
＊ 使用資材の統一 （協同購入） 
＊ 堆肥の散布 （３．５トン/１０ａ）１，５００トン
の堆肥散布 
＊ 選別網１．９ミリ使用 
＊ 栽培履歴の公開 
＊ 上記を規約に県のガイドラインによる特別
栽培農産物の申請 
＊ 平成１７年産は１等米比率９８％で５４０ｋｇ
／１０ａの成績 

「売れるコメ、集落を取り込んだ大規模生産者の挑戦」 
～集落で安全な米作り、米政策をフル活用～① 

（画像）直接販売風景 1 



＊ 平成１５年、民間穀物検査員取得 
＊ 平成１６年、長男が民間穀物検査員取得 
＊ 平成１９年、三男が民間穀物検査員取得中 
☀ 生産調整の大きな変化 
＊ 実需者との結びつきが県農産園芸課より説明を受ける 
  （手上げ方式で傾斜配分） 
＊ 平成１６年、生産調整方針作成、実需者との結びつき３社と契約４名４．           
４ｈａの取り組み 
＊ 川部転作組合として２集落の転作大豆１３ｈａを２名で受託維持していた。 
  ５年目で産地作り交付金が６万８千円から４万２千円に減額、土地提供      
者への減額に対する補填の実施（転作組合が借り入れて支払い） 
  ６万８千円／１０ａ 
＊ 平成１７年からは集団転作で、県の結びつき枠に取り組む意向を農家  
組合、集落と合意し実施した、１６年度私共の行動を見ていた平林転作組合  
が仲間に入れてほしいとの要望で１７ｈａの契約、作付け 
＊ 平成１８年は、松沢転作組合の一部が合流プラス関川村の法人が参加
２２ｈａの契約作付け計画 

「売れるコメ、集落を取り込んだ大規模生産者の挑戦」 
～集落で安全な米作り、米政策をフル活用～② 
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新潟ゆうき株式会社 
平成１８年３月に「新しい米政策改革大綱」の品目横断的経営安定対策の施行に合わせて設立した 
農業生産法人です 
 

（画像）集落の参加農家 

岩船有機生産者のメ
ンバーが法人に挑戦
中（１９年度から品目

横断の制度に） 
 

３月１７日 有限会社 
新潟ゆうき 設立６月
１５日 新潟ゆうき株

式会社に変更 
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すべての農産物、生産の基本は土づくりです 

「基本的な話」 
• 私たちは農家（農産物の生産者）消費者

から望まれる農産物の生産する事が仕
事です 

•  ＊ 品質の良い物 
•  ＊ 安心安全な物 
•  ＊ 美味しい物 

 ・堆肥散布の様子 散布後プラソイラで耕起する（２０ｃｍ）  4 



地域の自然「嶽薬師」 

私たち農業経営との生産に
携わるものは、農業生産を
すると共に農地保全活動を
同時に行っています大きな
言葉で表現すると「国土保
全」を同時進行しているわ
けです。 
重要な事は経営という視点
で採算が取れないと経営
は継続出来ないわけです。 
「土地利用方農業」は特に
多くの面積を耕作して生産
活動をする、そのこと自体
が国土保全活動です 

 （画像） 圃場より嶽薬師を望む 
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生育調査の様子 
● 新潟ゆうきが作るお米は今、多くの方々から支

持を受けている。 
● 昨年の集荷流通実績は約１万５千俵 
  「売れる米づくり」を目指す徹底した土作りと安

全安心を追及する栽培管理体制。 
● 使用資材の統一 
● 堆肥の散布 
● 選別網1.9mm使用 
● 栽培履歴の公開 
● 上記を規約に件のガイドラインによる特別栽培

農産物の申請など栽培技術協定を生産者すべ
てと交わしている。 

● 高いレベルで品質を統一する為、圃場一筆ごと
にデータ管理を実施 

（画像）生育調査風景 
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栽培管理体制  
1等米比率90％以上！！ 

データ管理は徹底的に 
● 栽培の管理 
● 圃場の管理状況 
● 生育調査も全てデータ化、この毎年蓄積したデータが消費者が求める「お米」を

作る。 
● 1等米比率90％以上を誇る秘密はここにある。 
● 参加生産者の試料米による成分分析。 
● 収量の分析等確認をするため自家消費も含め全量検査を義務付け 
● 残留農薬の外部による分析委託。 
● 結果を踏まえ次年度の肥料、農薬設計をする。 
● ２２年度からは自社で成分分析を実施、生産者の圃場毎の分析をする。 
● 土壌分析のデータの対比して土作りの方向性を模索する。 
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平成１９年度以降の主な取り組み 

   ○ 新潟ゆうき㈱の方針に５３農家が参加、総面積１５０ヘクタール 
   ○ 農地・水・環境保全向上対策の申請、許可5年間で1,600万円が地域を潤す、 
      神林村のモデル集落に指定 
   ○ １９年にＪＧＡＰを取得 （担当：佐藤 忍） 
   ○ 方針作成者連絡協議会代表として県協議会に参加 
   ○ ２１年で生産をする予定の米60ヘクタール分（内30ヘクタールがもち米）を 
      ６月末現在で全量契約を完了 
   ○ ２０年11月以降は２１年産の営業活動 
   ○ ２０年産プラス500トンの契約の要望 
   ○ ２１年度検査数量２１，０００袋 
       ○   ２２年度加工用米の契約２９２トンの取引（長野県４６ｔ、福島県５６ｔ） 
   ○ ２２年度新規需要米（米粉用）６３．１トン 
   ○ ２２年度主食用米の販売計画１７，３０５袋  
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平成2１年度以降の計画 

   ○ＪＧＡＰ取得を生かし当社の流通する米は今後全てバーコード管理 
     （生産者ごと） 
   ○集落全員が新潟ゆうきの方針に参加 
   ○特別栽培米の申請面積１００ヘクタール 
   ○様々な販売チャネルで売ることにより、消費が上向く（親戚、知人、友人） 
   ○生産コストを下げる為に、直播技術の導入 
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新潟ゆうき（株）の人材育成について 

新 潟 ゆ う き 社 員 一 覧 

役  職 氏  名 性  別 年  齢   

代表取締役 佐藤 正志 男  性 ６４   

取締役 佐藤 清吉 男  性 非常勤 

取締役 佐藤 忍 男  性   

取締役 竹内 義文 男  性 非常勤 

加工部門 佐藤 ひで子 女  性   

６次化担当 竹内 祐介 男  性 農の雇用 

生産担当責任者 佐藤 隆純 男  性   

生産担当 石田 裕也 男  性   

販売企画 時田 千秋  女  性 県雇用制度 

生産担当 本間 佳史 男  性            

経理事務 小林 直子 女  性   
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新潟ゆうき（株）の福利厚生の考え 
● 今後の農業経営は個人から法人に移行する形が増える事で雇用が  
  増加する、雇用環境を整備する事が望まれる。 
● 国民年金プラス農業者年金が良いのか？ 
● 厚生年金を加入することで社員を守る事の意識改革。 
● 経営に対する負担が大きいけどやり甲斐が出来る。 
● 福利厚生について一般企業は常識。 
● 人材確保はしやすい 
● 将来のビジョンが描きやすい。 
● 平成１９年、就業規則の策定 
● 平成２１年、就業規則の改定 

12 



平成２５年以降の課題 
・ 平成２５年度、政府備蓄米に参加１１５トンの実績 
・ 加工用米１５４トンの契約、地域流通実績 
・ 平成２６年度は政府備蓄が全農がほぼ独占したの
で、輸出用で対応１３０トンの計画。 

・ 国内は需要が縮小して、生産が過剰状態で
ある、将来を鑑みて輸出を増やすことを目標 

・ 水田を維持する事はお米を作る事が一番合
っている。 
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２７年産の状況 

•  輸出用米の取り組み１４０トン 
•  加工用米の地域流通契約１００トン 
•  主食用契約栽培４２０トン 
•  輸出に特化した農業法人の設立 
  市内の２法人、４農家で構成（㈱ＮＫファーム） 
   構成員圃場合計 １１０ｈａ 

•  ６次化ファンドでライスセンター取得 
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３０年問題の議論 
•  平成３０年には国よりの配分が無くなる事で
の問題 

•  経営安定対策の固定払い（戸別所得補償） 
  ７，５００/１０ａの廃止 
• 地域農業者の高齢化による課題と対策 
• 使える農地と使えない農地の選別 
• 実態に則した農地台帳の整備 
• 国内需要が減り続けることの懸念 
 
 
 
 
 

15 


	�「地域と自然とともに」�
	目次
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	新潟ゆうき株式会社
	すべての農産物、生産の基本は土づくりです
	地域の自然「嶽薬師」
	生育調査の様子
	栽培管理体制　�1等米比率90％以上！！
	スライド番号 10
	平成１９年度以降の主な取り組み
	平成2１年度以降の計画
	新潟ゆうき（株）の人材育成について
	新潟ゆうき（株）の福利厚生の考え
	平成２５年以降の課題
	２７年産の状況
	３０年問題の議論

